
東京都 中央卸売市場における花 きの需給動向

農試経営部

1  背 景 とね らい

今後 ますます激化が予想 される農産物の産地間競争に打 ち勝つためには、産地側における需

要動向の的確な把握 とそれに基づ く積極的な対応が求め られ る。特 に花 きの場合は晴好性が強
いことか ら消費動 向や嗜好調査などの需要分析は もとよ り、 出荷時期や競合などによ り出荷量

や価格 の変動の著 しい品 目も見 られることか ら、市場における入荷量 と価格の時系列的な把握

も重要である。

そのため県内で栽培 されている切花 を対象に、東京都 中央卸売市場のデータを用い、花 きの

入荷量 と価格の季節的、経年的な変動の有無 と需給動向を計測 した。

2  技 術 の 内容

( 1 ) 計 測方法

入荷量 と価格 の季 節 的、経年 的 な変動 の有 無 は分散分 析 法 に よ り検 定 した。 その結 果季

節 的な変動 の あ る品 目につ いて どの よ うな変動 パ ター ンが み られ るか を連 環 比率 法 で計 測

した。 また、経年 的 な傾 向 につ いては分散 分析 法 によ って把 握 し、 その 内容 を供給 。価格

動 向指 標 な よ り検 討 した。

( 2 ) 季 節性 の 計測結 果

月 によ って入 荷量 ・価格 に差が 認 め られ る ( 季節性 の あ る) 品 日とその特 性 は次 の通 り。

平均入荷量よ り入荷が多い

時期

平均価格 よ り価格が高い

時期

バ ラ 4 ～ 6 月 、 9 ～ 1 2 月 1 1 ～ 3 月

てっぽ うゆり 3 月 、 5 ～ 8 月 、 1 2 月 9 ～ 3 月

その他ゆ り 5 ～ 7 月 、 9 ～ 1 0 月 9 ～ 3 月

すか しゆ り 4 ～ 7 月 、 1 2 月 9 ～ 4 月

スターチス ンニア…夕男終 3 ～ 6 月 1 0 ～ 3 月

その他 スターチス 5 ～ 9 月 9 ～ 3 月

トル コギキ ョウ 5 ～ 1 0 月 2 ～ 5 月

大輪 グ ラ ジオ ラ ス 6 ～ 1 2 月 1 ～ 5 月 、 1 1 月
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季

節

性

が

あ

る

品

目

宿根 かす み そ う 1 月 、 3 ～ 5 月 、 1 2 月 8 ～ 1 1 月

アル ス トロメ リア 3 ～ 6 月 1 0 ～ 3 月

カ ラ ー 1 2 ～ 5 月 7 ～ 1 1 月

きん ぎ ょ草 3 月 、 1 0 ～ 1 2 月 1 0 ～ 3 月

くじゃく草 4 ～ 6 月 、 9 ～ 1 1 月 1 1 ～ 4 月

季 節性 が計測 され な い

品 目

輪ぎ く、スプ レーぎ く、小ぎく、カーネーション

スプ レーカーネーション、スプ レーバラ、フ リージア

デルフィニウム、ひまわ り

( 3 ) 年 次 間変動 の計測結 果

ア 供 給 ・価格動 向

年 によ って入 荷量 。価格 に差 が認 め られ る品 目とその傾 向 は次 の通 りで あ る。

スプ レーバラ

すか しゆり

。。・入荷量、価格 とも上昇程度が高い。

・・・入荷量の増加程度 が高いが、価格は下落傾向が強い。

その他 ゆ り    ・ 。・入荷量、価格 とも上昇程度が高い。

トル コギキ ョウ  ・ ・・入荷量、価格 とも上昇程度が高い。

アルス トロメ リア ・ ・・入荷量の増加程度が高いが、価格は低迷～下落傾向。

きんぎ ょ草    ・ ・・入荷量の増加程度 が高いが、価格は下落傾向が強い。

イ 岩 手県で出荷可能な時期の需要動向

上記の品 目を対象 に需要 関数の計測によ り岩手県で出荷が可能な時期の特定を試みた。

その結果明 らかにな ったのは、スプ レーバラの 6、 8、 9月 、 トル コギキ ョウの 6月 で

あ った。 この時期は両品 目とも需要に増加傾向がみ られ、出荷拡大による販売額の増加

が見込 まれ る。

3  指 導 上の留意 事項

( 1 ) 分 析期 間 は 昭和 6 3 年 ～平成 5 年 。分析 品 目は県内 で栽 培 され て い る切花 の うち、東

京都 中央 卸 売 市場 に周 年入 荷 の あ る 2 2 品 目であ る。

( 2 ) 需 要 関数 は現在 ま での デー タを もとに求め た もの であ り、今後 の 市場 再編 の等の条 件

変化 で変 わ る可能性 が あ る。

( 3 ) り ん ど うは分析期 間 に入 荷 が ない月があ るため対象 に入 れ て いな い。
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